








コロー展、東京会場と神戸会場との出品作品の違い

2008年6月14日～8月31日　国立西洋美術館(上野)
　コロー84点　コロー以外の作品25点　計109点　
　★東京のみ、油彩画のコロー　

№16「上を向いて座るイタリア女性、マリア・ディ・ソラ」(ピカソ美術館)
№31「ヴィル＝ダヴレー」（ブリヂストン美術館）
№32「ヴィル＝ダヴレーのあずまや」(丸紅株式会社)
№36「ヴィル＝ダヴレー、白樺のある池」(愛媛県美術館)
№38「大農園」(山梨県立美術館)
№108「ボロメ島の浴女たち」（ひろしま美術館）
国立西洋美術館が所蔵するコローの版画作品10点を協賛展示。（C-1～10）

★東京のみ、油彩画のコロー以外の巨匠
№57 ドラン「南仏の風景」（オランジュリー美術館）
№79 ルノワール「手紙を持つ女」（オランジュリー美術館）
№97 ピカソ「小さな座る裸婦」（ピカソ美術館）
№100 マティス「赤いキュロットのオダリスク」（オランジュリー美術館）

2008年9月13日～12月7日　神戸市立博物館
　コロー78点　コロー以外の作品22点　計100点

☆ 神戸のみ、油彩画のコロー以外の巨匠
№93 マティス「マンドリンを持つ女」（オランジュリー美術館）

★印の東京会場のみの作品は神戸には出品されません。


